


はじめに

　わが国が人口減少社会を迎える中、人口減少に歯止めをかけると
ともに、将来にわたって活力ある社会を維持していくため、「まち・
ひと・しごと創生法」が、平成 26 年 11 月に制定されました。
　また、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・ひと・
しごと創生総合戦略」がとりまとめられ、東京一極集中の是正や地
域特性を活かした地方の活性化などを国が支援することにより、活
力ある社会の維持を目指す方向が示されました。
　このような状況の中、本市においては「第２次新見市総合振興計
画」を策定し、『人と自然が奏でる　安全・快適・情報文化都市』
を将来都市像に掲げるとともに４つの基本目標を定め、今後 10 年
間で本市が進むべき施策の方向をまとめました。
　特に、本市の最重要課題である人口減少対策については、総合的
かつ横断的な取組を推進し、人口３万人の維持を目標に全力で取り
組んでまいりますので、市民の皆様に一層の御支援と御協力を賜り
ますようお願い申し上げます。
　最後に、本計画策定にあたり、市民アンケート調査やパブリック
コメントなどを通して貴重な御意見をいただいた市民の皆様、アド
バイザーとして御協力をいただいた岡山理科大学山口隆久教授、諮
問した計画案について熱心に御審議いただきましたまちづくり審議
会の皆様及び関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　新見市長　石　垣　正　夫
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